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合セ ンター:9日)で あった。2.5月 に入って
から避難者の歯科関連物資に対する希望内容が高













対する希望内容が高度 ・細分化 してきた ものと思
われた。2.活 動時間が午前中であり,女性に比
較 して男性の方が職場への復帰,職 探 し,住居探
しなどを行っている者が多いことが歯科医療相談
の男女差 に反映した ものと思われた。3.通 学者
や働 き手の年齢層が不在なために6歳 未満および
60歳代以上の高齢者の歯科医療相談が多 く,相
談内容についても歯周関連や義歯関連が多かった
ものと思われた。
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